
再評価個票

事 業 名 一級河川田尻川 基幹河川改修事業 事業主体 大 阪 府

所在地（区間） 豊能郡能勢町下田尻地先

再評価理由 事業採択後１０年を経過

事 目 的 田尻川は、ほとんど全川に渡り３０ミリ非対応であり、洪水による被害が頻発してい
業 る。また、近年周辺地においては圃場事業が進んでおり、事業と整合した早急な河川改
概 修が望まれている。
要

改修延長Ｌ＝約1.8km
３内 容 橋梁４橋 堰２基 用地取得Ａ＝約27,500ｍ

目標流量：１９０ｍ ／ｓ（１０年確率 時間雨量５５．７ミリ）３

治水安全度（着手前）：約１３ｍ ／ｓ３

上位計画 淀川水系工事実施基本計画（Ｓ４６．Ｈ６部分改訂）

関連事業 下田尻地区土地改良総合整備事業（圃場整備）

事 経 過 事業採択年度：Ｈ元 工事着手年度：Ｈ元 完成予定年度：２１世紀初頭
業
の 進捗状況 全体事業費 投資事業費
進 約１５億円 約 ９億円
捗 （内 用地費 約５．２億円） （内 用地費 約５億円）
状
況 整備延長 整備済延長
等 Ｌ＝約１．８ｋｍ Ｌ＝約１．０ｋｍ（５５％）

一連の整備 改修済箇所から氾濫防止が図れる。
効果発現 Ｈ１３年度末までに、下流・中流のネック箇所の解消が図れる。

課 題 事業費の確保
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事 災害発生時の影響（想定氾濫区域内） ①浸水戸数 約５戸
事 業 ②農地浸水面積 約１８ｈａ
業 目 ③重要な公共施設 なし
を 的 ④災害弱者関連施設 なし
巡 に ⑤その他 圃場整備区域内の農道
る 関
社 す 過去の災害実績 ①被災頻度 １３回（昭和４２年～平成５年）
会 る ②最大浸水戸数 約３戸（最大Ｓ４７．６）
情 諸 ③最大農地浸水面積 約２３ｈａ（最大Ｓ４７．９）
勢 状 ④重要な公共施設等
等 況 ⑤災害弱者関連施設
の ⑥その他
変
化 災害発生の危険度 ①改修目標流量に対する現況流下能力の割合 ７％

②着手前の治水安全度：約１３ｍ ／ｓ３

地 ①地域開発の状況 想定氾濫区域には圃場整備が進んでいる。
域
の
状
況 ②地域の協力体制 用地取得も地元の協力のもと順調に進んでいる。

③関連事業との整合性の変化 圃場整備事業中

④その他
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